
 

 

 
 

 

 

 

「思いやりと認め合い」 

                                                          校長 伊藤文江  

 

 先日、地域の方から、「（啓明小の）子どもたちが、いつも元気に挨拶してくれて、うれし

い」という旨のお電話をいただきました。子どもたちの挨拶が地域の方の笑顔につながっ

ていることをうれしく思いました。ご連絡をくださった地域の方はじめ、日頃から温かく

見守ってくださっている地域の皆様に心より感謝申し上げます。これからも、地域の方々

との温かいつながりを大切にしながら、気持ちのよい挨拶があふれる学校づくりを進めて

まいります。 

 

 さて、12 月 4 日～10 日は人権週間、12 月 10 日は「世界人権デー」です。 

人権とは「すべての人が生まれながらにもち  自由で平等に生きていくための権利」で

す。身近な言葉にすると「みんながしあわせに、安心して生きていけるように互いを大切

にすること」です。たとえば、友達の話を最後まで聞くこと、困っている人に声をかける

こと、違いをからかわないこと、そんな小さな行動が人権を守ることにつながります。  

 子どもたちは、けんかをしても

仲直りできる関係を築きたいのに、

自分の気持ちをうまく伝えられずに

いることもあります。 

学校では、道徳や学級活動を通し

て、自分を相手の立場に置き換えて

考えたりして自分と相手の思いを考

える学習を続けています。また、休

み時間や朝読書の時間等に、異学年

交流を通して互いの違いを認め合

い、尊重する温かい人間関係を築け

るよう取り組んでいます。 

 ご家庭でも、「友達に言われてう

れしかったこと」「言われて悲しか

ったこと」など、日常の中で人を思

いやる話題を取り上げてみたり、

様々な本や出来事を通して一緒に考えてみたりしてください。（上  参考例） 

子どもたちが、言葉のもつ力を感じ、自分の言葉で人を幸せにできるようになること。

それが、人権を尊重する心の育ちにつながっていきます。子どもたち一人ひとりが「自分

も大切、友達も大切」と感じ、「思いやりと認め合い」の気持ちをもって成長できるよ

う、学校と家庭が一緒に歩んでいけたらと思います。  
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悪かったと思っているのに言い出せない苦しみ、
どのように解決したのか、自分だったらどうする
のか。  
ご家族で話題にしてはいかがでしょう。  

内田麟太郎作  『ごめんね  ともだち』より  

（本校図書館に収蔵）  

「おれ  オオカミ。おれの苦
手なことばしってるか  
ごめんね  ごめん  ごめんな
さい・・・・  
むずかしいんだ   
心のなかならかんたんなのに  
そのかんたんが  なぜだかい
えない。わかるか？  
このくるしいきもち  だれか
たすけて」  



人権教室 11月14日（金）

２名の人権擁護委員をお迎えし、５年生の子ども
たちに「人権」についてお話しいただきました。
人権擁護委員の方から「人権」は誰もがもってい

る大切な権利であることや、いじめは「人権」を踏
みにじるものであることについてお話しいただいた
後、子どもたちはDVDを見て登場人物の行動から、
いじめをなくすためにはどのような考え方をするこ
とが大切なのかについて考えました。
その後、困った時には一人で悩まずに相談するこ

とや身近に相談する人がいないときには「人権相談
カード」の連絡先に電話するとよいことを教えてい
ただきました。これからも、子どもたちが自他の「人
権」を尊重できるよう指導してまいります。

学習発表会 11月1日（土）

今年の学習発表会では、「協力して１つのものを作り上げる喜びを感じる」ことや「自分や友達の成長
を感じる」こと、「子どもたちの主体性を育てる」ことをねらいとして取組を進めてきました。子どもた
ちは、どの学年も日々の学習の成果を楽しく、元気に発表することができました。併せて、協力するこ
との大切さを実感するとともに、集団の中の一員として行動することを通して団結力も高まりました。
悪天候にもかかわらず、ご来校いただきました皆様には、心温まる拍手等をいただきましたことに感

謝申し上げます。ありがとうございました。

＜１年 くじらぐも＞ ＜３年 トライアングル＞ ＜５年 啓明ステーション＞

＜２年 スイミー＞ ＜４年 Ｆさがしの旅＞ ＜６年 夢から醒めた夢＞

校内いじめ防止標語入賞作品の紹介

本校では、学校いじめ防止基本方針に基づいた
様々な取組を進めています。子どもたちのいじめ
防止に対する意識を高める取組の一つとして、い
じめ防止標語づくりに取り組みました。
どの作品も思いが込められた素晴らしい作品で

した。入賞作品を紹介しますのでご覧ください。

＜最優秀賞＞
全校の みんなで作る 笑顔の輪

５年生児童
＜優秀賞＞
いじめはね いのちがきえる わるいこと

３年生児童
＜優秀賞＞
からかった その子は家で どうだろう

４年生児童
＜校長賞＞
心に矢 ぬけても傷は なおらない

６年生児童
＜児童会長賞＞
こころはきずついたらもうもどらない
さあ 自分はどうしよう

１年生児童
＜児童会長賞＞
みんなでなかよくあそんだら
いいきもちになるよ

２年生児童

【 １２月 の 主 な 行 事 予 定 】
１日(月) ＰＴＡ交通安全指導 １７日(水) みらいの教員育成プログラム（第３回）、
２日(火) 学力検査 スクールカウンセラー来校日

３日(水) みらいの教員育成プログラム（第２回） ２５日(木) ２学期終業式、給食なし
１１日(木) 参観日（１・４・５年）、非行防止教室 ２６日(金) 冬季休業＜～Ｒ8．１．１４＞

（５年） ２９日(月) 学校閉庁日
１２日(金) 参観日（２・３・６年） ３０日(火) 学校閉庁日
１５日(月) 諸費振替日 ３１日(水) 学校閉庁日

校内研修の様子 11月21日（金）

教員の指導力の向上を目的として、５年１組で
国語「固有種が教えてくれること」の研究授業を
行いました。
授業では、本時のねらいである説明文に資料が

ある効果にを明らかにするために、子どもたちは
主体的に学習に取り組み、友達と考えを交流する
ことを通して、理解を深めていく姿が見られまし
た。今後も子どもたちの学力向上に向け、教職員
が共通理解を図りながら取組を進めてまいります。


